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い
ま
か
ら
25
年
く
ら
い
前
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ヴ

ォ
イ
ス
か
ら
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ッ
ト
な
る
ス
ピ
ー

カ
ー
が
発
売
さ
れ
て
、
少
々
興
味
を
持
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
ち
ょ
う
ど
２
ウ
ェ
イ

の
ホ
ー
ン
型
ス
ピ
ー
カ
ー
に
憧
れ
て
い
た
時
期

だ
っ
た
。
そ
れ
を
買
う
の
は
予
算
的
に
無
理
だ

っ
た
が
、
未
練
な
く
決
別
で
き
た
の
は
、
シ
ョ

ッ
プ
の
人
か
ら
、
元
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
モ
デ
ル
が

あ
っ
て
名
前
を
踏
襲
し
た
こ
と
を
教
え
て
も
ら

っ
た
た
め
だ
。
な
ん
だ
二
番
煎
じ
か
よ
と
青
臭

い
こ
だ
わ
り
が
僕
に
は
あ
っ
た
。

　

こ
の
連
載
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
か

は
と
少
し
思
っ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の

「
一
番
煎
じ
」
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
ず
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
い
い
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
大
き
さ
は
、

ひ
な
び
た
温
泉
旅
館
の
冷
蔵
庫
く
ら
い
が
程
よ

い
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

人
に
言
う
と
デ
ッ
カ
イ
の
使
っ
て
い
る
く
せ

に
、
よ
く
言
う
よ
み
た
い
な
顔
を
さ
れ
る
。
オ

ー
デ
ィ
オ
は
上
昇
飛
行
か
ら
水
平
飛
行
に
入
っ

た
と
き（
い
ま
の
自
分
）、
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
人

の
無
理
が
な
い
サ
イ
ズ
へ
自
然
に
収
斂
さ
れ
て

い
く
よ
う
に
思
う
の
だ
が
、
摂
理
と
し
て
は
ど

う
な
の
だ
ろ
う
。
ま
あ
と
も
か
く
、
ア
リ
ス
ト

ク
ラ
ッ
ト
の
量
塊
感
は
僕
の
好
み
で
あ
る
。

　

さ
っ
そ
く
音
出
し
を
始
め
る
。
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
・
シ
ス
テ
ム
の
難
関
と
も
い
え
る
Ｅ
Ｃ
Ｍ
録

音
に
決
め
、
キ
ー
ス
・
ジ
ャ
レ
ッ
ト
・
ト
リ
オ

の
『
イ
エ
ス
タ
デ
イ
ズ
』
を
か
け
る
。

　

意
外
に
い
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
普
通

に
い
い
。
30
㎝
同
軸
2
ウ
ェ
イ
だ
か
ら
、
そ
ん

な
に
高
音
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
は
ず
だ

が
、
ド
ラ
ム
の
シ
ン
バ
ル
は
し
っ
か
り
伸
び
て

い
る（
あ
る
い
は
伸
び
て
い
る
よ
う
に
聴
こ
え

て
い
る
）。
こ
の
ト
リ
オ
は
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

が
持
ち
味
。
3
人
が
ば
ら
け
ず
に
一
体
感
を
保

持
し
て
前
に
突
き
進
ん
で
い
く
感
じ
が
ち
ゃ
ん

と
出
て
い
る
。

　

再
び
苦
手
と
思
え
る
ロ
ッ
ク
で
イ
エ
ス
の

『
ロ
ン
リ
ー
・
ハ
ー
ト
』
を
聴
く
。
こ
れ
は
逆

に
重
た
い
ベ
ー
ス
が
出
る
か
ど
う
か
。
ま
っ
た

く
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
っ
ぽ
く
な
い
、
バ
シ
バ
シ
と

ビ
ー
ト
が
決
ま
っ
て
痛
快
だ
。

　

次
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
も
う
一
回
り
か
二
回
り

大
き
い
、
同
じ
エ
レ
ボ
イ
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

に
変
え
る
。そ
の
ま
ま
イ
エ
ス
を
聴
い
て
み
る
。

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ッ
ト
の
小
気
味
が
い
い
鳴
り
方

も
い
い
が
、
さ
す
が
に
15
イ
ン
チ
ウ
ー
フ
ァ
ー

に
は
余
裕
が
あ
る
。
同
じ
曲
な
の
に
、
あ
た
か

も
も
っ
と
大
股
で
歩
い
て
い
る
よ
う
な
テ
ン
ポ

に
感
じ
る
。

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ヴ
ォ
イ
ス
と
い
う
く
ら
い
だ
か

ら
、
声
を
聴
か
な
い
と
終
わ
れ
な
い
。
中
島
み

ゆ
き
の
ラ
イ
ヴ
『
歌
旅
』
か
ら
「
ホ
ー
ム
に

て
」
を
か
け
る
。
両
ス
ピ
ー
カ
ー
に
共
通
し
て

い
る
点
を
は
っ
き
り
意
識
す
る
の
だ
が
、
音
が

こ
ち
ら
側
近
く
に
あ
っ
て
、
も
ろ
に
実
在
感
が

あ
る
。
そ
し
て
声
、
旋
律
、
歌
詞
が
真
に
迫
っ

て
く
る
。
取
材
を
忘
れ
て
、
曲
の
な
か
に
入
っ

て
し
ま
い
ジ
ー
ン
と
な
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
オ

ー
デ
ィ
オ
ほ
ど
そ
の
存
在
を
意
識
さ
せ
な
い
も

の
だ
。
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
と
っ
て
皮
肉
な
時

間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
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イ
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのヴィンテージオーディオ

ヴィンテージといえば、アルテックやタンノイなどが誌面に取り上げられる
機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる、他の多くのブランド
があったことを知る人は少ないだろう。ビンテージ・ショップ「アトリエJe-
tee」では、音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのヴィンテ
ージ」を数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている製品を
中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。今回はエレクトロヴ
ォイスの中型システム「Regency」と「Aristcrat」を紹介しよう。

Electro Voiceの中型システム第 35回

本誌の56号でも紹介した Electro Voice 社は1927年アメリカのルイジアナ
州サウスベントに設立され、欧米のオーデイオ全盛期である1950 ～60年代
に人気を博した。アメリカ東海岸を代表するスピーカーメーカーで、Jensenや
Bozak と肩を並べる存在だった。1950年代に入ると家庭用の高級オーデイ
オで各社が競い合う時代になりElectro Voice 社も大型の Patricianや
Georgian をはじめ、大小さまざまな美しい家具調のスピーカシステムを開発し
ている。

Electro Voiceの中型システム

Regency
Regency は1954年頃にPatrician のような豪華な真鍮の飾りをまとった家庭用の中
型システムとして開発された。キャビネットは後ろの両コーナーに斜めに角度を付けたコー
ナータイプで、内部は簡略されたバックロードシステムになっていてユニット構成は38cm
ウーファーを搭載した２ウェイまたは ３ウェイのシステムとなる。その組み合わせは数種
類あり、当時はユニットをセミオーダー的に選ぶことが可能で、38cm コアキシャル２ウェ
イユニットの15TRXがスタンダードなシステム。これにT-25 ／ 8HD を付けた 3ウェイ
タイプや15W ウーファーに単体で T35 トゥイーター、T25 ／ 8HD ホーンドライバーを
搭載するシステムも可能だった。

「T-25 ／ 8-HD Horn」。上級機の patrician にも搭載さ
れているミッドレンジホーンドライバーでT-35トゥイーター同様
に金属製ではない樹脂製のフェノリックダイアフラムが採用
されているため、耐久性も高く滑らかな音色が特徴である

「15TRX ／ 12TRX」。38cm 
コアキシャルユニットである
SP-15 / SP-12 タイプのウー
ファーのセンターに T35 トゥイー
ターを搭載。初期型は外付けの
X36ネットワークが付属し、後期
型はマグネットカバー内部にネット
ワークが内蔵され、アッテネーター
が付属している

800Hzでクロ
スするT-25／
8HDホーンドラ
イバーの専用
ネットワークX-8

3,500Hzでクロス
するT-35トゥイー
ターの専用ネット
ワークX-36 

「Regency」を正面から見たところ。グリルは真鍮の飾りが美しく、横に倒して下
に引き下ろすとユニットバッフルが見えてくる。両サイドはスリットになっており、簡
略型の低音用バックロードの開口部がみえる。箱を部屋のコーナーに設置すると
低音開口部から放出される低音が壁によって増幅される

Aristcrat
当時最も人気のあった上級機「Regency」と同じ時期に開発された小型の高
級システム。フロントのデザインは「Regency」に似ているが、キャビネット構造
はこのシステム特有のクリプシュ型のバックロードホーンシステムが採用されている
ため、小型ながら伸びのある低音再生を可能にしている。ユニット構成は30cm 
２ウェイ・コアキシャルユニット12TRX がスタンダードな組み合わせだが、12Wウー
ファーにT35、T25 ／ 8HD を搭載する３ウェイ構成も可能である。


